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E 研究助成（競争的研究助成金） 

総額 2,738,377円 

公的助成 

代表（総額）・小計 2,538,377円 

1 貫井陽子. 文部科学省科学研究費補助金基盤研究（C）  令和 1～3年度   

 病院ビッグデータ活用による費用対効果に優れた感染対策新規指標の作成及び実証

助成金額 183万円   

2 稲葉 亨. 文部科学省科学研究費補助金基盤研究（C） 令和 1～5年度   

 硝子体疾患における眼内 Tリンパ球 6-color flow cytometry解析   助成金額 
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分担・小計 20万円 

1 稲葉 亨. 日本医療研究開発機構 難治性疾患実用化研究事業 令和 2～4年度   
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2 山野哲弘. 文部科学省科学研究費補助金基盤研究（C）  令和 2～6年度   

 二次性 MRに対するカテーテル修復術のレンスポンダー同定と費用対効果分析   助

成金額 10万円     

 


